
資料１

1

第３次射水市総合計画の策定に向けて
～これからの協働のまちづくり～

射水市協働のまちづくり推進会議
令和３年１１月２６日（金）

第２次総合計画の実績
◎参画、協働の基盤づくりに関する主な取組
・参画、協働意識の醸成及び啓発活動の推進

・職員の意識変革及び全庁的な組織体制

・地域づくりを担う人材の育成
⇒ まちづくり大学（平成28年度まで）

射水まちづくりプラットフォーム
射水まちづくりセミナー
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◎市民協働、市民活動の促進に関する主な取組

・地域振興会によるまちづくり活動の促進
⇒ 地域型市民協働事業

地域提案型市民協働事業

・市民や市民活動団体による自主的・主体的なまちづくりの促進
⑴ 公募提案型市民協働事業の推進

⑵ 市民活動団体間の相互連携の推進
⇒ まちづくり関係団体連絡会議の開催

⑶ 公共的・公益的な活動の支援
⇒ NPOポータルサイトの開設、活用促進

NPO活動展の開催

第２次総合計画の課題

・担い手の確保、人材の発掘、育成
・自治会加入率（平成26年 84.3％ → 令和2年度 79.6％）
・各主体や幅広い世代のつなぎ役となるコーディネーターの育成
・各主体が自立、連携するための組織強化
・地域課題の明確化
・地域や活動分野を超えたさまざまな主体の交流促進
・資金調達の多様化

◎市民参画、協働のまちづくりに関する課題
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人口減少と少子高齢化の中で今後の方向性

地域コミュニティの活性化
住みたいまち、地域の魅力度UP︕

人口減少と少子高齢化

まちづくりを自分ごとと捉え、
まちづくりに主体的に関わる人の増加

地域の特色を生かしたまちづくりの実現

目指すべきシナリオ

今後（１０年後）の方向性や課題
◎市民協働に対する理解と更なる深化

◎効果的、効率的な市民協働の実践
支援方策、支援体制の充実や各市民活動団体が連携できるよう、コー
ディネーターの育成
デジタル技術の活用

◎担い手の確保・人材育成
活動への参加者数の増加を図り、まちづくりに関わる人材を育成すると
ともに、参加者から担い手へと育つための仕組みづくり

市民協働の意識や必要性、取組を進めることによるメリットなどを市民
等へ積極的に発信し、地域課題にかかる解決策を共に考え、実践
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